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ロータリーソング  ｢それでこそロータリー｣ 

来客紹介      ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 
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              元広島東洋カープ投手 
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本日の卓話は、元広島東洋カープの投手でございました、外木場

義郎様にお願いしております。皆さん既にご承知の通り、外木場様

は昭和５０年にｶｰﾌﾟが優勝した年に沢村賞を受賞され、投手として

完全試合１回、ﾉｰﾋｯﾄﾉｰﾗﾝ２回を達成されており、この度、野球殿堂

入りをされました。外木場様には我がクラブを代表して心からお祝い

を申し上げます。外木場様には、後ほど卓話をよろしくお願いいた

します。また、本日は外木場様をお迎えするということで、職業分類・

会員増強委員会の山下正司委員長の発案で、ｹﾞｽﾄの皆さんに我が

ｸﾗﾌﾞを見ていただくために、ｹﾞｽﾄ見学例会とさせていただきました。

ｹﾞｽﾄの皆様にも、ゆっくりお過ごしいただきたいと思います。  

ｹﾞｽﾄの皆さんに、当ｸﾗﾌﾞの紹介をさせていただきます。 当ｸﾗﾌﾞは、

１９６９年（昭和４４年）４月２４日に創立され、６月２８日に国際ﾛｰﾀﾘｰ

に承認されました。本年度で４５周年を迎え、広島で５番目に出来た

クラブでございます。現在、会員数は８５名で、高い出席率を誇り、こ

このところ会員の皆さんのご協力のもと１００％出席を続けさせてい

ただいております。ﾛｰﾀﾘｰは出席が大切でございまして、出席をし

て多くの人を知り、親睦を図り、他者のためになる奉仕事業を行い、

ﾛｰﾀﾘｰを通じて自らを高めていく、そんなところでございます。 

当クラブには、ｺﾞﾙﾌ同好会、野球同好会、釣同好会、登山同好会、

産業文化研修会（旅行同好会）の５つの同好会がございまして、同

好の志が楽しく親睦を深めております。第２７１０地区（山口県、広島 
 

 

県）に所属し、地区内７４クラブの中でも事業が活発で、出席率も良

く、地区の手本となるような素晴らしいｸﾗﾌﾞであると、本年度の沖田

ｶﾞﾊﾞﾅｰに誉めて頂きました。思いやりのある先輩や、行動的な若い

会員もたくさんおられ、ﾊﾞﾗﾝｽの良い充実した素晴らしいｸﾗﾌﾞである

と思っております。 「明るく調和のとれた居心地の良い楽しいｸﾗﾌﾞ」

をﾓｯﾄｰにｸﾗﾌﾞの運営を考えており、本当に入って良かったと思って

いただける素晴らしいｸﾗﾌﾞだと確信をしております。 

今日はゆっくり例会をお楽しみ下さい。 
 

 

 

*ロータリーカレンダー配布  

*１２月例会予定表（BOX 配布） 
 

 

 

ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会  鈴木委員長 

*本日１８：３０より「ﾋﾞｱﾛｰｾﾞﾝ」において祝寿の会を開催します。 

*１２/１９ｸﾘｽﾏｽ家族会回答締切 １２月２日（月）必着です。 

財団ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会 

*ﾛｰﾀﾘｰｶｰﾄﾞ使用の勧め。 

創立４５周年記念事業委員会  

*例会終了後、６階６０４号室 
 

 

 

ゴルフ同好会  佐藤会員 

*１１月度成績発表  優勝 濱本利寿会員 

*また、１２月に行い

ます大竹ＲＣとの

合同ｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟで

すが、定員に達し

ましたので、募集

を打ち切ります。あ

りがとうございまし

た。 
 

 

登山同好会  山内会員 

*１２/２２（日）宮島弥山登山および忘年会を開催します。 
 

 

 

【自主出宝】 

庄子会員･泉会員･久保(豊)会員･東会員・越智会員  

外木場さん、本日はありがとうございます。卓話楽しみにしてます。

よろしくお願い申し上げます。 

また、ｹﾞｽﾄでお越しの池久保さん、藤井さん、小野さん、佐々木さん

ごゆくりお楽しみ下さい。 

福田会員 外木場さん、ようこそ当ｸﾗﾌﾞにお出で下さいまして、あり 

■本日の例会    ２０１３年１２月５日（木）    第２１５９回 

国歌斉唱 

ロータリーソング 「奉仕の理想」 

四つのテスト唱和 職業奉仕委員会 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告等 

ニコニコ箱 

卓話時間 『年次総会』  

 ～次年度理事役員選出～ 

前回例報告    ２０１３年１１月２８日（木）  第２１５８回

ニコニコ箱                   ニコニコ委員会 

会長時間               会長    庄子 佳良 

幹事報告               幹事   久保 豊年 

委員会報告 

同好会報告 
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がとうございます。本日の卓話を楽しみにしております。 

上野会員 外木場さん、本日はお忙しいところお越し下さり、あ

りがとうございます。また先日行われた野球殿堂入りを祝う会は

誠に盛大でした、重ねてお慶びを申しあげます。 

岡部会員 外木場様、本日の卓話楽しみにしております。 

山下(正)会員･上河内会員・石井会員・迫会員・吉永会員・本田

会員 本日はｹﾞｽﾄ見学例会に４名のお客様をお迎えしました。

ようこそお越しくださいました。最後までゆっくり例会を楽しんでく

ださい。又、ご紹介頂きました会員の皆様にはご協力を感謝い

たします。１２/１２も計画しております。まだ受付をしております

ので合わせてご協力お願い致します。会員増強委員会一同より 

島本会員 小野さん本日は例会に参加して頂き有難うございま

す。会場がうまく伝わっておらず大変ご迷惑をおかけしました。 

本田会員 池久保典也様、ご多忙の中誠にありがとうございま

す。外木場様のお話を楽しみにお越し頂いたのだと思います。

ごゆっくりお楽しみ下さい。 

髙原会員◇ ｸﾞﾙｰﾌﾟ７の次年度ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 神辺さんを訪ねて

広島東南ＲＣに粟屋さんと行って参りました。 次年度合同で行

うＩＭの日程について確認でき、ホッっとしているところです。 

濱本会員◇ １６日の多打喜会にて初優勝する事が出来ました。

ＮＥＴ２ｱﾝﾀﾞｰでしたので、２枚出宝します。 

土井会員・迫会員・山内会員 藤田省蔵さん、洋北山歩隊への

入隊おめでとうございます。これから一緒に山登りと山の上での

ﾊﾟｰﾃｨｰを楽しみましょう。 

佐藤会員 先日は釣り同好会にてようやく戦力選手になれまし

た。どうやら二日酔いの方が釣れるようです。同行頂いた増田さ

ん、山内さん、坪内さんありがとうございました。 

菅会員◇ 妻の誕生日に美しい花を有難うございました。 

塩本(能)会員 誕生祝いありがとうございます。 

中嶋会員 二井本さん、ｵｲｽﾀｰ、浜焼き＆ＢＢＱｵｰﾌﾟﾝおめでと

うございます。来週予約させて頂きましたので、利用させていた

だきます。 

杉山会員☆ 先週金曜日、不覚にもﾀｸｼｰに財布を忘れてしま

いました。でも、いつもつばめ交通だから安心!! 翌朝、自宅まで

届けて頂きました。山内会員ありがとうございました。 

中山会員 舌の先に口内炎が出来ました、しゃべるだけで痛い

です。舌がこんなにもじっとしていないとは、、、。 
 

当日計 33,000 円（内、ｗｅｂ8,000 円） 累計 884,200 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 
 

 

 

『カープの過去・現在・未来』 

 
元広島東洋カープ投手 

外木場 義郎 氏 

 

ｶｰﾌﾟは昭和２５年にでき

まして、大変な時代だと

いうのは私らも聞いており

ました。経営が苦しく選手

の給料が払えないという

こともあり存続の危機に

陥った、そして「たる募金」

市民の皆さんが大いに寄

付してくださったということ

を聞いております。当時の野球界というのは、やはり巨人を中心

としていて、そのなかでｶｰﾌﾟの選手というのはどうだったんだろう

と。東京に遠征に行くときは、昔です 

から夜行列車なんです。 

しかも、上中下という３段の夜行列車です。苦労した時代を乗り

越えてきた先輩たちは、やはりすごいなという、本当にこのﾌﾟﾛ野

球で頑張ってきたんだなというのを、痛切に感じました。 

当時長谷川良平さんが、もう亡くなられましたけども、よく言って

いました。「おい、ソト、我々の時代は大変だったんだよ」と、もう

まさしくそのとおりだと思います。 

私がﾌﾟﾛに入ったのが昭和３９年９月で、当時はﾄﾞﾗﾌﾄがないとき

です。そういう時代に入りまして、その年は阪神が優勝していま

す。強かったですね、阪神も。往年の村山実さんとか、あるいは

小山正明さんとか、あるいはｼﾞｰﾝ･ﾊﾞｯｷｰとか、こういう選手らが

いたときですから阪神も強かったと思います。ただ皆さんもご存

じでしょうけども、巨人が連続日本一を８回やっています。この記

録というのは、おそらく私が生きておる間にはないと思います。

今の時代で連覇をやるのが大変だという時代ですから、昭和４０

年から昭和４８年まで、これはもうとんでもない記録です。それだ

けﾌﾟﾛ野球の中心が巨人であったということです。 

昔のｶｰﾌﾟは非常に弱い弱いと言われましたけども、私が入った

当時はもう、ｶｰﾌﾟのﾁｰﾑは個人的に見てもいい選手がいっぱい

おるんです。それは前監督の古葉竹識さんらをはじめ、あるい

は森永勝也さん、山本一義さん、それからﾋﾟｯﾁｬｰでは大石清、

ご存じの人がおられると思うんですけど、見たらどこにも引けを

取らないような人がいっぱいおるんです。だけどそれが、勝てな

い。どうして勝てないんだろうかなと。要するに個人の力が全部

に、一つにまとまるということがなかったと思うんです。一つのﾁｰ

ﾑﾜｰｸですね。ﾋﾟｯﾁｬｰが抑えたら、ﾊﾞｯﾀｰが打てない。ﾊﾞｯﾀｰが

打っても、ﾋﾟｯﾁｬｰが打たれるという、そういう繰り返しでやってき

たわけです。 

昭和４３年に根本陸夫さんが監督になりまして、ちょうどこの年に

３位に入るんです、Ａｸﾗｽになるわけです。このＡｸﾗｽというのも、

無我夢中で投げたｼｰｽﾞﾝでしたから、このｼｰｽﾞﾝに私が２１勝っ

たわけです。同僚の安仁屋宗八さんも、この年は２３勝っていま

す。一番勝ったのが江夏豊じゃないかなと思うんですが、江夏

は２４か２５くらい勝ったと思うんです。非常に優秀なﾋﾟｯﾁｬｰであ

ったのは、間違いないですね。そこで昭和４３年に３位に入り、こ

れでもすごく喜んだほうなんです。そしてその年から、ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

のﾋﾟｯﾁｬｰとして使ってもらえるようになったわけです。 

しかし、そこからもなかなか勝てない。非常に苦しい時代が続い

たわけです。なぜそんなに続いたのかと、私自身もわからないん

です。それだけ故障があったわけでもないし、ﾁｰﾑの力というの

もそう落ちているとは思わなかったんですけども。根本さんが、

当時の監督が、必ず将来的には優勝するだろうと、その基礎を

なんとかしなくてはいけないということを、いつも言っておられま

した。 

非常に厳しい方で、もう本当に僕らはﾋﾟﾘﾋﾟﾘしていました。手が

出るんですから、すぐ。僕は２回殴られました、根本さんに。もう

いつも監督が呼んでいるという時には、マネジャーになんの用で

しょうかと聞くんです。変な答えだったらやばいなと思いますから。

だからいつも、もうあの人の前を通るのは嫌だったです。それぐ

らい怖い監督でもあり、逆にそういう温情のある人だったと思い

ます。 

ですから野球は、監督という仕事は大変な仕事なんですが、こ

れが選手を生かすも殺すも監督の考え方なんです。だからそれ

でいっぱい使ってもらえなくて、あるいは消えていった人が多い

んです。だけど力があるんだったら、やはりﾁｰﾑが勝つためには

使わなくてはいけない。そうじゃない人は将来的に自分の首に

かかってくるわけですから、そういう意味では根本さんはよくやっ

たと思います。 

昭和４７年に、ｱﾒﾘｶのｱﾘｿﾞﾅでｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ・ｲﾝﾃﾞｨｱﾝｽがｷｬﾝﾌﾟを

張っておりまして、そこにｶｰﾌﾟが合流したわけです。２月２２日に

行ったと思うんですが、約３週間ぐらい。 

卓話 
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その時にアメリカはすごいと思いました。びっくりするぐらい。 

この当時のｹﾝ・ｱｽﾌﾟﾛﾓﾝﾃというのが監督でしたけど、ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ

ｽ。これは昔、大洋ﾎｴｰﾙｽﾞにいた選手なんです。そのときｱｽﾌﾟﾛ

ﾓﾝﾃがｲﾝﾃﾞｨｱﾝｽの監督をしていまして、呼んでもらったわけで

す。このあとに２年後、３年後にようやくｶｰﾌﾟがまとまるわけです

から。そして昭和４８年の暮れに、森永さんが受けるということで、

それまでは別当薫さんが監督でしたので、まあほいじゃあいい

だろうということで森永さんが受けたけども、やはり１年で駄目だ

った。 

ですから、私はいい監督だから勝てるとは思っていないんです。

やるのは選手ですから。だからどんな社会だろうと、やはり勝つ

のはその企業のﾄｯﾌﾟを支えてくれる下の人だと思うんです。野

球界もそうなんです。なんぼ偉い監督が来たからといって、勝て

るかといったら、選手がいなかったら勝てないんです。それぐら

いやっぱり選手の力というのは大なんです。これが一つにまとま

れば、間違いなくこれは優勝に可能性が出てくると思います。 

昭和４９年のｵﾌにｼﾞｮｰ・ﾙｰﾂが監督になりまして、このﾙｰﾂが受

けて、すぐ呼ばれました。来年はおまえも先発１本でいくと。それ

で４１試合投げさせるからということですね。１３０試合のなかです

から、今みたいに１４４じゃないわけですから。ということは、中３

日、中４日で回らないけないという、そういう計算なんですね。 

お前がもしそこで２０勝ったら、何かｶｰﾌﾟは少し変わることがある

かもしれないと、そうﾙｰﾂは言っておりました。 

ところが、５月に入り彼がいなくなったわけですから。それが、ﾄﾗ

ﾌﾞﾙを起こしてです。ﾋﾟｯﾁｬｰに宮本幸信というのがおりましたけ

ど、この彼が阪神戦でｽﾄﾗｲｸをﾎﾞｰﾙと言われたものですから、ｱ

ﾝﾊﾟｲｱに飛び蹴りをしまして。そこからがﾄﾗﾌﾞﾙの始まりでした。 

その後に監督を引き受けた古葉監督は、非常に温情のある人

で、勝負さの厳しさを持っておられました。当時はもう大変な時

代だったということは、いうまでもありません。 

現在ですけども、今年はまあＡｸﾗｽに入りました。本当にﾁｰﾑ力

は上がっているんです。上がっているけど、今年は３位に入りま

したけども、なかなかそれまでﾁｰﾑ力を持っていてもいけないと

いう、どっかでか、またﾊﾞﾗﾝｽを崩して負けてしまうという。今年は

９月に入り、よく頑張りましたから、そういう意味では野村監督、よ

かったなと思います。そういう気持ちを持ってやはりみんなが頑

張っているわけですから、野村監督にしたら内心また去年みた

いなことが起こるんじゃないかという、やはりそういう考えを持って

いたんじゃないでしょうか。 

ただやはり、選手の層は毎年よくなっています。これは私が球場

にちょこちょこ足を運んだときに、そういうふうに感じました。選手、

今年なんか特にそうです。もう選手の考えていることが、ポッと聞

いたら返ってくるんです。ｷｬｯﾁｬｰの石原慶幸が、途中でしたけ

ど、あと残り２０試合ぐらい残しとったんかな、今年はどうかと私が

聞いたんです。そうしたら、今年はやりますよと言って。それだけ

選手の力がここはあるなと思いました。最終的には３位に入りま

したけども。それから、ｸﾗｲﾏｯｸｽｼﾘｰｽﾞでは２位阪神も叩きました

し、そして巨人に本当、欲をいえば勝ってもらいたかったんです

けど。ただ、巨人には勝てなかったですけども。だけど、毎年必

ずそうやって力をつけてきていることは間違いないです。 

広島のｽﾎﾟｰﾂ界というのは、私はｶｰﾌﾟが一番だと思うんです。 

ｶｰﾌﾟがまず勝たないと、広島の活性化は始まらないとは思って

いるんですけども。もちろん昨年ｻﾝﾌﾚｯﾁｪが勝ちましたけども、

あれでもあまり感激がなかったです、優勝しましたけども。例え

ばｶｰﾌﾟが勝ったときには、感激がやはりすごかったです。これは

まあ、ひいきとして自分が野球をやっていたから、そういうふうに

思うのかもしれませんけれども、そういうｲﾒｰｼﾞでした。 

ｶｰﾌﾟは、私が思うには、これからは黄金時代が来るんじゃない

か、そういう見方もしております。どこのﾁｰﾑとも今、引けを取らな

い、そういうものを持っています。打線も今まあまあ合ってる、守

備もいい、ﾋﾟｯﾁｬｰも大竹寛が抜けましたけども、それに替わるﾋﾟ

ｯﾁｬｰがおそらく入ってきていると思いますので、大竹の穴は僕

は埋めてくれるんじゃないかと思います。周りのﾋﾟｯﾁｬｰの人がよ

く頑張ってくれると私は思っています。 

それから、あと何年か先には本当にカープの黄金時代、昭和５０

年代の後半に勝ったように、必ずそういうことが来るんじゃないか

と。これはＯＢとしては、依怙贔屓をちょっとするんですけども、

必ずそうやってもらわないと、みんなﾌｧﾝの人も悲しむんです。

やはり頑張ってもらわないかん。 

本当はもっといっぱい話をしたいことがありますが、とりあえず終

わります。会社も野球と同じでﾄｯﾌﾟの人は大変だろうけども、会

社でもやはり下の人が頑張って、その会社があるんだということ

を、一つ思ってもらえれば幸いでございます。 

ありがとうございました。 

 
 

 
■祝寿の会 

１１月２８日(木)久永会員と山本(忠)会員の傘寿を祝う会が開催

されました。 後日、ご紹介いたします。 

 

■出席報告  出席委員会 

２０１３年１１月２８日（木） 会員数 ８５名 

出席 ６８名  欠席 １７名 

来賓  １名  ゲスト ４名 

１１月１４日例会出席率  １００％ 

■来客紹介   ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

外木場義郎 様（卓話者） 

藤井 正一 様（ゲスト） 

池久保典也 様（ゲスト） 

小野  環 様（ゲスト） 

佐々木 稔 様（ゲスト） 

■次回例会  ２０１３年１２月１２日（木）１２：３０～ 

卓話 「映画・映画祭をとおしてﾋﾛｼﾏと世界がつながる！」 

    映画美術監督  部谷 京子 氏 

食事 幕の内 

ゲスト見学例会実施 

お申込み締切は例会前日１１日（水）とさせて頂きます。 


